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２４
年
度
全
国
開
拓
青
年
・

女
性
研
修
会
（
第
４２
回
）
が

１１
月
１９
日
か
ら
２１
日
の
３
日

間
、
全
日
本
開
拓
者
連
盟
・

全
開
連
・
全
国
開
拓
振
興
協

会
の
共
催
に
よ
り
、
島
根
県

下
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か

ら
７４
名
の
開
拓
青
年
・
女
性

ら
が
参
加
。
天
気
が
変
わ
り

や
す
い
山
陰
地
方
だ
が
、
３

日
間
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
。

初
日
は
松
江
市
朝
日
町
の

「
松
江
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東

急
」
に
集
合
。
全
日
本
開
拓

者
連
盟
青
年
部
副
部
長
の
重

松
英
利
さ
ん
（
代
理
：
有
森

史
一
さ
ん
（
佐
賀
県
開
拓
畜

産
事
協
職
員
））の
司
会
で
、

同
部
長
甲
斐
健
二
さ
ん
が
開

会
の
挨
拶
を
し
た
。
甲
斐
部

長
は
「
国
内
外
と
も
に
不
透

明
な
状
況
下
で
、
我
々
開
拓

青
年
・
女
性
は
、
こ
の
現
状

を
的
確
に
認
識
し
た
上
で
、

わ
が
国
の
農
業
が
今
後
如
何

に
あ
る
べ
き
か
を
模
索
し
な

が
ら
、
国
民
に
安
心
し
て
供

給
で
き
る
安
全
な
食
料
生
産

の
継
続
と
、
環
境
維
持
に
貢

献
で
き
る
農
業
経
営
の
実
現

に
向
け
、
さ
ら
な
る
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。続

い
て
、
菊
地
文
夫
連
盟

委
員
長
が
開
拓
三
団
体
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
ち
、
「
世

界
的
な
食
料
資
源
の
確
保
が

最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る

今
日
、
国
内
自
給
率
向
上
に

よ
る
食
料
安
全
保
障
は
、
国

の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
あ

り
、
国
内
農
畜
産
業
の
持
続

的
発
展
な
く
し
て
国
の
将
来

は
な
い
。
こ
の
研
修
会
で
、

よ
り
多
く
の
仲
間
を
作
り
、

よ
り
多
く
の
知
識
を
吸
収

し
、
少
し
で
も
自
分
の
経
営

に
役
立
た
せ
て
頂
き
た
い
」

と
表
明
し
た
。

次
に
、
協
会
主
催
の
講
演

会
に
移
っ
た
。
講
師
は
、
農

民
運
動
全
国
連
合
会
会
長
を

務
め
る
長
谷
川
敏
郎
氏
と
、

東
京
大
学
大
学
院
特
任
教
授

の
鈴
木
宣
弘
氏
の
２
氏
。
講

演
内
容
は
２
面
に
要
旨
。
両

氏
の
講
演
に
、
参
加
者
は
真

剣
に
耳
を
傾
け
、
会
場
か
ら

は
質
問
な
ど
が
出
て
い
た
。

講
演
会
終
了
後
、
懇
親
会

に
移
っ
た
。
特
別
企
画
と
し

て
、
各
農
協
の
代
表
者
が
一

人
ず
つ
前
に
出
て
、
各
農
協

の
開
拓
の
歴
史
や
現
状
、
今

後
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ス

ピ
ー
チ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
農
協

が
様
々
な
歴
史
や
、
農
業
の

厳
し
い
現
状
の
報
告
も
聞
か

れ
た
。

２
日
目
は
、
㈱
来
島
牧
場

（
飯
南
町
：
大
規
模
酪
農
）

と
㈲
藤
増
（
出
雲
市
：
和
牛

肥
育
）
を
視
察
す
る
予
定
だ

っ
た
が
、
各
地
で
の
家
畜
伝

染
病
の
発
生
を
鑑
み
、
視
察

は
急
遽
中
止
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
代
え
て
、
一
行
は

足
立
美
術
館
（
安
来
市
）
と

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
（
出

雲
市
）
を
見
学
。
芸
術
や
風

景
、
古
代
出
雲
の
歴
史
に
触

れ
、
興
味
深
そ
う
に
展
示
物

を
鑑
賞
し
て
い
た
。そ
の
後
、

出
雲
大
社
で
は
、
厳
か
な
雰

囲
気
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。

出
雲
大
社
参
拝
後
は
、
２

日
目
の
宿
泊
先
で
あ
る
ツ
イ

ン
リ
ー
ブ
ス
ホ
テ
ル
出
雲
に

到
着
。
近
く
に
あ
る
飲
食
店

に
集
合
し
、
２
日
目
の
夕
食

も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

研
修
会
は
３
日
目
、
朝
食

後
解
散
し
た
。

農
水
省
と
（
公
財
）
日
本

農
林
漁
業
振
興
会
は
１１
月
２３

日
、
２４
年
度
（
第
６３
回
）
農

林
水
産
祭
式
典
を
明
治
神
宮

会
館
で
開
催
し
た
。
開
拓
農

家
で
あ
る
長
野
県
下
伊
那
郡

松
川
町
の
㈱
な
か
ひ
ら
農
場

（
代
表
：
中
平
義
則
氏
）
が

栄
え
あ
る
天
皇
杯
（
多
角
化

経
営
部
門
）
を
受
賞
し
た
。

各
部
門
の
天
皇
杯
を
は
じ

め
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣

賞
、
日
本
農
林
漁
業
振
興
会

会
長
賞
の
三
賞
は
、
過
去
１

年
間
（
２３
年
７
月
〜
２４
年
６

月
）
に
全
国
で
開
催
さ
れ
た

２
７
７
の
農
林
水
産
祭
参
加

表
彰
事
業
で
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
４
６
３
点
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
。

㈱
な
か
ひ
ら
農
場
（
リ
ン

ゴ
６
次
産
業
化
）
は
、
２３
年

度
全
国
優
良
経
営
体
表
彰
に

お
い
て
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
。
リ
ン
ゴ
生
産
、

観
光
農
園
、
ジ
ュ
ー
ス
加
工

に
よ
る
多
角
化
を
進
め
、
リ

ン
ゴ
経
営
で
は
全
国
で
も
有

数
の
売
り
上
げ
を
誇
っ
て
い

る
。
リ
ン
ゴ
生
産
で
は
、
自

社
工
場
か
ら
出
る
残
さ
を
堆

肥
化
し
、
活
用
す
る
こ
と
で

農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
量

を
軽
減
。
加
工
部
門
は
、
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
４０
種
類
以
上
の

商
品
を
製
造
す
る
と
共
に
、

他
か
ら
も
加
工
受
託
な
ど
を

行
う
こ
と
で
施
設
の
稼
働
率

を
向
上
。
地
元
の
果
物
や
野

菜
の
利
用
、
雇
用
の
創
出
を

通
じ
、
産
地
や
地
域
の
振
興

に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
。

代
表
の
中
平
義
則
氏
は
本

紙
の
取
材
に
対
し
、「
一
番
苦

労
し
て
き
た
祖
父
の
お
墓
に

天
皇
杯
を
一
番
に
見
せ
に
行

き
た
い
」と
語
っ
て
く
れ
た
。

「
開
拓
情
報
」
は
今
月

で
８
０
０
号
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
偏
に
開
拓
関
係
者
・
読

者
各
位
の
御
支
援
の
賜
と

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。本

紙
は
、１
９
５
９（
昭

和
３４
）
年
６
月
に
創
刊
以

来
、
６５
年
に
亘
り
開
拓
地

の
情
報
や
、
そ
の
時
々
の

農
業
情
勢
な
ど
に
つ
い
て

伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
以
前
は
、
「
開
拓
農

民
新
聞
」
が
４７
（
昭
和
２２
）

年
４
月
か
ら
全
日
本
開
拓

者
連
盟
に
よ
り
発
行
さ

れ
、
開
拓
の
歴
史
を
紡
い

で
ま
い
り
ま
し
た
。

来
年
は
、
戦
後
８０
年
と

い
う
節
目
の
年
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
三
世

・
四
世
・
五
世
に
受
け
継

が
れ
て
い
く
開
拓
魂
を
胸

に
刻
み
な
が
ら
、
紙
面
の

充
実
に
努
め
つ
つ
、
開
拓

地
の
今
を
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

全
国
開
拓
振
興
協
会

会
長

西
谷
悟
郎

し
ゅ
う

残
暑
の
言
い
換
え
に
「
秋

し
ょ暑

」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

比
較
的
冷
涼
な
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
長
野
県
だ
が
、
戦
後
開

拓
と
縁
深
い
南
信
酪
農
協
が

あ
る
松
本
市
は
、
「
南
信
」

の
名
の
通
り
信
州
の
南
側
に

位
置
す
る
。
取
材
に
訪
れ
た

１１
月
２０
日
の
急
な
冷
え
込
み

の
前
日
ま
で
、
夏
の
名
残
り

の
消
え
ぬ
正
に
秋
暑
残
る
日

々
だ
っ
た
そ
う
だ
。

国
宝
「
松
本
城
」
を
訪
れ

る
と
、
長
く
続
い
た
暑
さ
の

中
で
も
葉
が
紅
く
染
ま
り
、

１１
月
末
の
遅
れ
た
紅
葉
の
景

色
が
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て

い
た
。
近
辺
の
寺
社
や
山
々

も
よ
う
や
く
の
秋
色
に
染
ま

っ
て
い
た
。

秋
は
ご
く
数
日
、
す
ぐ
そ

こ
ま
で
冬
が
迫
っ
て
い
る
。

厳
か
な
雰
囲
気
の
出
雲
大
社

全
国
開
拓
青
年

女
性

研
修
会
㏌
島
根

全
国
開
拓
青青
年年

女女
性性

研
修
会
㏌
島
根

祝
開
拓
情
報
八
百
号

祝
開
拓
情
報
八
百
号

地
方
で
の
開
催
は
５
年
振
り

上：一般の方々も参加し、盛況だった講演会
下：研修会を支えた青年部役員と菊地委員長

松本城 秋暑で遅れた紅葉とともに

㈱なかひら農場に天皇杯㈱なかひら農場に天皇杯

２４年度農林水産祭式典で受賞
長野県松川町でリンゴ６次化長野県松川町でリンゴ６次化

・講演会の概要：長谷川敏郎氏・鈴木宣弘氏
（２面）

・酪農家戸数が１万戸を割る （３面）
・「開拓者の集い」東北地区が宮城県下で開催

（４面）
・農場拝見 北アルプス牧場 一柳康弘氏
（長野県安曇野） （５面）
・蛾類の飛来を防ぐ超音波防除技術手順書（６面）
・ランピースキン病の感染拡大が続く （７面）
・㈱イソシンファーム ―優秀賞を受賞―（８面）

天皇杯を受賞した中平夫妻
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長
谷
川
氏
は
「
食
と
農
の

危
機
打
開
は
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ

ジ
ー
で
」
と
題
し
て
講
演
を

行
っ
た
。

お
お
な
ん

島
根
県
邑
南
町
で
農
業
に

従
事
す
る
傍
ら
、
町
議
会
議

員
を
通
算
７
期
務
め
る
な
ど

の
経
歴
を
持
つ
。
現
在
は
中

山
間
地
で
繁
殖
和
牛
２
頭
の

飼
養
や
米
作
り
を
行
う
ほ

か
、「
農
民
運
動
全
国
連
合

会
」の
会
長
を
務
め
て
い
る
。

は
じ
め
に
、
今
夏
の
米
騒

動
に
つ
い
て
言
及
。
騒
動
の

原
因
の
一
つ
と
し
て
、
米
の

生
産
コ
ス
ト
と
生
産
者
米
価

が
見
合
っ
て
い
な
い
点
を
指

摘
。
弊
害
と
し
て
こ
の
２０
年

で
農
家
は
１
０
０
万
戸
減
少

し
て
い
る
。
今
年
は
米
の
価

格
が
上
昇
し
た
が
、
全
国
の

米
農
家
を
対
象
に
し
た
調
査

に
よ
る
と
、
７
割
が
「
来
年

も
高
い
と
は
限
ら
な
い
」
と

し
て
作
付
け
を
増
や
す
予
定

は
な
い
と
回
答
し
て
い
る
と

い
う
。
そ
の
た
め
、
今
年
の

米
騒
動
は
来
年
も
続
く
と
同

氏
は
予
想
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
農
家
だ
け
の

問
題
だ
っ
た
が
、
今
年
は
国

民
全
体
が
米
を
入
手
で
き
な

い
と
い
う
状
況
に
陥
っ
た
た

め
、「
食
と
農
の
問
題
」
を

国
民
が
自
分
事
と
し
て
受
け

止
め
る
大
き
な
変
化
が
生
ま

れ
た
と
話
し
た
。

次
に
、
食
料
自
給
率
（
自

給
力
）
を
指
摘
。
同
氏
に
よ

る
と
、
石
破
総
理
は
「
自
給

率
」
と
い
う
概
念
を
嫌
い
、

「
自
給
力
」
と
し
て
い
る
と

解
説
。
自
給
力
と
は
、
潜
在

生
産
力
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
得
ら
れ
る
、
食
料
の
供

給
可
能
熱
量
の
こ
と
を
指

す
。
例
と
し
て
、
米
の
生
産

を
減
ら
し
、
そ
の
分
イ
モ
類

を
生
産
す
る
こ
と
で
、
１
日

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
国

内
生
産
の
み
で
補
え
る
と
い

っ
た
考
え
方
だ
（
図
１
）。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
食
料

供
給
困
難
事
態
対
策
法
が
今

年
、
成
立
し
た
。
非
常
時
に
、

政
府
が
作
付
け
品
目
を
指
定

し
て
生
産
者
に
指
示
で
き
る

も
の
で
、
生
産
者
は
計
画
書

の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
。
非

常
時
に
は
日
本
の
水
田
の
半

分
を
イ
モ
類
に
す
る
な
ど
の

計
画
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
計
画
に
は
、
生
産
・
保
管

・
供
給
な
ど
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。

そ
れ
以
前
に
、
４０
年
に
は

基
幹
的
農
業
従
事
者
は
３０
〜

４０
万
人
に
ま
で
減
少
す
る
と

さ
れ
て
お
り
、
新
規
就
農
者

を
増
や
し
て
い
く
方
が
先
決

だ
と
話
し
た
。

続
い
て
、
演
題
に
も
あ
る

「
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
こ
れ

は
、
生
態
系
の
力
を
活
用
し

た
農
業
や
、
そ
う
い
っ
た
制

度
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う

取
り
組
み
を
指
す
。
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
、
大
量
に
化
学

肥
料
や
農
薬
を
使
う
「
工
業

的
農
業
」
は
、
世
界
の
土
地

・
水
・
化
石
燃
料
の
７５
％
を

使
い
、
食
料
全
体
の
３０
％
し

か
生
産
し
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
生
産
効
率
の
悪
い
農

業
は
や
め
て
、
地
域
ご
と
に

自
給
率
を
高
め
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
実
例
と
し
て
、
長
谷

川
氏
自
身
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
た
（
図
２
）。
繁
殖

和
牛
２
頭
を
飼
い
な
が
ら
、

そ
の
フ
ン
を
堆
肥
に
し
て
米

作
り
を
し
て
い
る
。
牛
の
エ

サ
は
畔
の
草
や
牧
草
で
作

り
、
里
山
を
手
入
れ
す
る
中

で
入
手
し
た
薪
を
、
ウ
ッ
ド

ボ
イ
ラ
ー
に
投
入
し
暖
房
な

ど
に
用
い
る
。
副
産
物
の
灰

は
カ
リ
肥
料
に
、
精
米
し
て

出
た
ヌ
カ
は
リ
ン
肥
料
、
牛

フ
ン
は
窒
素
肥
料
と
な
る
。

こ
の
肥
料
の
３
要
素
を
カ
バ

ー
し
な
が
ら
ミ
ネ
ラ
ル
の
多

い
肥
料
を
与
え
て
い
る
。
殺

虫
剤
を
使
わ
な
い
た
め
、
虫

の
発
生
は
多
い
が
、
そ
の
分

ツ
バ
メ
や
ク
モ
が
定
着
し
、

様
々
な
害
虫
を
捕
食
し
て
く

れ
る
。
土
壌
学
の
先
生
が
自

分
の
畑
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

窒
素
と
炭
素
の
比
率
が
理
想

的
な
割
合
と
な
っ
て
い
た
。

最
後
に
、
食
料
の
増
産
が

安
全
保
障
の
要
で
あ
る
と
強

調
。
６１
年
の
日
本
の
農
業
基

本
法
に
も
同
様
の
文
言
が
明

記
さ
れ
て
お
り
、
近
年
、
フ

ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
な
ど
で
も

農
業
の
基
本
法
を
作
る
際
に

こ
う
い
っ
た
文
言
が
書
か
れ

て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、

こ
の
基
本
的
な
こ
と
を
無
視

し
て
い
る
の
が
日
本
で
、
こ

う
し
た
政
治
の
流
れ
を
変
え

て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

日
本
の
食
料
自
給
率
は
３８

％
だ
が
、
肥
料
が
止
ま
っ
た

ら
実
質
自
給
率
は
２２
％
、
種

を
止
め
ら
れ
れ
ば
９
％
と
恐

る
べ
き
と
こ
ろ
に
近
づ
い
て

い
る
。

こ
の
現
状
で
独
立
国
と
い

え
る
の
か
。
農
家
だ
け
で
は

な
く
、
消
費
者
み
ん
な
で
総

力
を
挙
げ
て
食
料
増
産
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。と

こ
ろ
が
政
府
は
、
米
が

余
っ
て
い
る
か
ら
田
ん
ぼ
を

つ
ぶ
せ
、
バ
タ
ー
が
足
り
な

く
な
っ
た
ら
増
産
を
促
し
た

が
、
牛
乳
が
余
っ
た
ら
牛
を

殺
せ
、
赤
字
は
補
て
ん
し
ま

せ
ん
、
と
な
っ
て
い
る
。

供
給
で
調
整
し
よ
う
と
す

る
か
ら
無
理
が
あ
る
。
生
き

物
相
手
で
調
整
で
き
る
わ
け

が
な
い
。
そ
し
て
生
産
者
は

疲
弊
し
て
く
る
。

食
料
の
過
不
足
の
調
整
を

農
家
に
押
し
付
け
る
の
は
無

理
な
話
で
、
出
口
対
策
に
財

政
出
動
さ
せ
る
べ
き
だ
。

海
外
で
は
、「
ド
ン
ド
ン

作
っ
て
下
さ
い
。
余
っ
た
ら

海
外
支
援
や
備
蓄
に
回
し
ま

す
」
と
前
向
き
な
政
策
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
は
農
業
予
算

の
６４
％
が
出
口
対
策
で
、
消

費
者
に
食
料
を
買
え
る
よ
う

な
補
て
ん
を
１０
兆
円
規
模
で

行
い
、
農
家
を
援
助
し
て
い

る
。し

か
し
日
本
で
は
、
軍
事

費
１０
兆
円
の
た
め
に
農
業
予

算
を
削
る
（
表
１
）
。
国
民

を
守
る
た
め
に
何
が
必
要
か

と
い
う
判
断
が
狂
っ
て
き
て

い
る
。

◎
農
業
問
題
は
消
費
者
問
題

生
産
コ
ス
ト
が
驚
異
的
に

上
が
っ
て
も
、
農
産
物
価
格

は
地
べ
た
を
は
い
つ
く
ば
っ

て
い
る
。
こ
れ
で
や
っ
て
い

け
る
わ
け
が
な
い
。
消
費
者

は
他
人
ご
と
の
よ
う
に
言
っ

て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は

自
分
た
ち
の
命
が
守
れ
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
業

問
題
は
生
産
者
を
超
え
て
消

費
者
問
題
と
な
る
。
未
来
の

子
ど
も
た
ち
の
命
の
問
題
で

あ
る
。

今
年
度
、
農
業
の
憲
法
た

る
「
基
本
法
」
が
改
定
さ
れ

た
。
食
料
安
全
保
障
と
な
っ

て
い
る
が
、中
身
を
見
る
と
、

自
給
率
は
ど
う
で
も
い
い
、

農
業
人
口
が
減
っ
て
も
し
ょ

う
が
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、

巨
大
企
業
が
農
業
参
入
し
て

儲
け
ら
れ
る
よ
う
に
規
制
は

撤
廃
す
る
。
輸
出
や
ス
マ
ー

ト
農
業
で
成
り
立
つ
。
こ
ん

な
こ
と
で
食
料
を
キ
ー
プ
で

き
る
の
か
。

し
か
も
、
普
段
は
援
助
せ

ず
に
、
有
事
に
は
強
制
的
に

イ
モ
を
作
ら
せ
る
。
従
わ
な

い
農
家
は
罰
金
。
こ
ん
な
発

想
し
か
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
の
が
霞
が
関
。
こ
ん
な
こ

と
は
や
ら
ず
に
、
農
家
が
が

ん
ば
れ
る
よ
う
支
援
し
て
自

給
率
を
上
げ
れ
ば
い
い
だ
け

の
こ
と
だ
。
軍
事
費
を
増
加

さ
せ
て
も
、
防
衛
す
る
前
に

日
本
は
餓
死
し
て
し
ま
う
。

◎
刷
り
込
ま
れ
た
農
業
過
保

護
論

い
け
に
え

農
業
を
生
贄
に
し
や
す
い

よ
う
に
刷
り
込
ま
れ
た
の
が

日
本
の
農
業
過
保
護
論
。
日

本
の
農
業
所
得
に
占
め
る
補

助
金
の
割
合
は
せ
い
ぜ
い
３０

％
に
対
し
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
は
１
０
０
％
（
表
２
）。

命
を
守
り
、環
境
を
守
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守

り
、
国
土
を
守
る
農
業
を
守

る
こ
と
は
、
世
界
で
は
常
識

と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
だ

け
が
お
か
し
な
こ
と
だ
と
思

わ
さ
れ
て
い
る
。

◎
今
の
国
政
は
チ
ャ
ン
ス

皆
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
お
ら

れ
る
が
、
さ
ら
に
加
速
し
て

対
策
を
た
て
な
け
れ
ば
あ
と

１０
年
は
持
た
な
い
。
学
校
給

食
に
農
産
物
を
提
供
す
る
な

ど
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
支
え
て
も
ら
い
、
農
業
基

盤
を
よ
り
強
固
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

最
後
に
言
い
た
い
の
は
、

国
が
最
低
限
や
る
べ
き
事
を

果
た
さ
な
い
と
農
業
は
持
た

な
い
と
い
う
こ
と
。
み
ん
な

で
頑
張
っ
て
も
赤
字
が
続
け

ば
や
る
人
が
い
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。

生
産
者
に
必
要
な
価
格
は

足
り
て
い
な
い
。
し
か
し
、

あ
ま
り
値
上
が
り
し
た
ら
消

費
者
が
買
わ
な
く
な
る
。
よ

っ
て
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
の
が
国
の
責
任
だ
。

今
の
国
会
は
与
野
党
の
バ

ラ
ン
ス
が
程
よ
く
、
し
か
も

農
政
に
関
し
て
言
っ
て
い
る

こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
私
の
主

張
と
同
じ
な
の
で
、
チ
ャ
ン

ス
だ
。

表１ 一般会計予算に占める農林水産予算の推移

対１９７０年比

１４．４倍

倍率

２．３倍

１１．９倍

１７．９倍

５．８倍

２７．２倍

出典：各省予算資料より篠原事務所作成 ２３．３．２９農林水産委員会 立憲民主党 篠原孝

２０２３年度

１，１４３，８１２

割合

１．８３％

５．９３％

８．８９％

４．６３％

２９．００％

予算額

２０，９３７

６７，８８０

３３，８０６

１０１，６８６

５２，９４１

３３１，６８６

２０２０年度

１，０２６，５８０

割合

２．１６％

５．１８％

５．２７％

３２．１８％

予算額

２２，１７０

５３，１３３

－

５３，１３３

５４，１５２

３３０，３６６

２０１０年度

９２２，９９２

割合

２．４７％

５．１９％

６．０６％

２９．８６％

予算額

２２，７８４

４７，９０３

－

４７，９０３

５５，９２６

２７５，５６１

２０００年度

８４９，８７１

割合

４．０３％

５．７９％

６．８２％

１８．７７％

予算額

３４，２７９

４９，２１８

－

４９，２１８

５７，９７９

１５９，５００

１９９０年度

６６２，７３６

割合

４．３４％

６．２８％

７．８０％

１８．２０％

予算額

２８，７３７

４１，５９３

－

４１，５９３

５１，６８６

１２０，６００

１９７０年度

７９，４９７

割合

１１．５４％

７．１６％

１１．３９％

１５．３５％

予算額

９，１７７

５，６９５

－

５，６９５

９，０５７

１２，２００

年 度

総予算
単位 億円

農水省

防衛省
（防衛庁）

防 衛 力
強化資金

防衛関係

文科省

厚労省

表２ 農業所得が補助金漬け
命を守り、環境を守り、国土・国境を守っている産業を国民みんなで
支えるのは欧米では常識 それが常識でないのが日本の非常識
農業所得に占める補助金の割合（A）と農業生産額に対する農業予算比率（B）

Ｂ

２０１２年

３８．２

７５．４

－

４４．４

６０．６

６３．２
資料：鈴木宣弘、磯田宏、飯國芳明、石井圭一による
注：日本の漁業のAは１８．４％、Bは１４．９％（２０１５年）。
「農業粗収益－支払経費＋補助金＝所得」と定義するので、
例えば、「販売100－経費１１０＋補助金２０＝所得１０」となる場合、
補助金÷所得＝２０÷１０＝２００％となる。

２０１３年

３０．２（２０１６）

３５．２

１０４．８

９４．７

６９．７

９０．５

Ａ

２０１２年

３８．２

４２．５

１１２．５

６５．０

７２．９

８１．９

２００６年

１５．６

２６．４

９４．５

９０．２

－

９５．２

日 本

米 国

ス イ ス

フランス

ド イ ツ

英 国

全
国
開
拓
青
年

女
性
研
修
会
講
演
概
要

全
国
開
拓
青
年

女
性
研
修
会
講
演
概
要

食
と
農
の
危
機
打
開
は

ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
で

食
と
農
の
危
機
打
開
は

ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
で

農
民
運
動
全
国
連
合
会
会
長

長
谷
川
敏
郎
氏

農
民
運
動
全
国
連
合
会
会
長

長
谷
川
敏
郎
氏

図１ 食料自給力頼みは、飢餓への道 !!

図２ 長谷川氏の取り組み事例

農
は
国
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〜
地
域
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命
を
守
る
〜

農
は
国
の
本
な
り

〜
地
域
と
食
と
命
を
守
る
〜

東
京
大
学
大
学
院
特
任
教
授

鈴
木
宣
弘
氏

東
京
大
学
大
学
院
特
任
教
授

鈴
木
宣
弘
氏
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（
一
社
）
中
央
酪
農
会
議

は
１２
月
２
日
、
全
国
の
酪
農

家
２
３
６
人
を
対
象
に
行
っ

た
、
経
営
状
況
に
関
す
る
緊

急
調
査
の
結
果
を
公
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
酪
農

家
の
６
割
が
赤
字
で
、
８
割

が
経
営
環
境
の
悪
さ
を
感
じ

て
い
る
と
い
う
回
答
だ
っ

た
。▼

国
内
の
酪
農
家
が
１
万

戸
割
れ

指
定
団
体
で
受
託
し
て
い

る
酪
農
家
が
２４
年
１０
月
、
初

め
て
１
万
戸
を
割
っ
た
（
図

１
）。
０８
年
か
ら
わ
ず
か
１６

年
で
半
減
し
た
。

現
在
の
酪
農
経
営
の
環
境

は
、「
と
て
も
悪
い
」
が
５０

・
０
％
、「
ま
あ
悪
い
」
が

３３
・
１
％
と
、
８３
・
１
％
の

酪
農
家
が
経
営
環
境
が
悪
い

と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
酪

農
家
の
５８
・
９
％
が
経
営
状

況
（
９
月
）
が
赤
字
で
、
４７

・
９
％
が
離
農
を
検
討
し
て

い
る
と
回
答
し
た
。

▼
飼
料
費
な
ど
の
高
騰
が

影
響「

経
営
環
境
に
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
要
因
」
は
、
円

安
が
９１
・
８
％
、
原
油
高
が

６８
・
４
％
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
が
６７
・
９
％
の
順
で
高
か

っ
た
。
ま
た
、「
上
昇
を
感

じ
て
い
る
生
産
コ
ス
ト
が
あ

る
」
が
９８
・
７
％
、「
減
少

を
感
じ
て
い
る
収
入
が
あ

る
」
が
９６
・
２
％
だ
っ
た
。

「
上
昇
を
感
じ
て
い
る
生

産
コ
ス
ト
」
は
、「
濃
厚
飼

料
費
（
配
合
飼
料
な
ど
）」

が
９４
・
４
％
、「
農
機
具
費
」

が
８６
・
７
％
、「
光
熱
費
等
」

が
８１
・
１
％
の
順
で
高
い
。

「
減
少
を
感
じ
て
い
る
収
入
」

は
、「
牛
販
売
の
収
入
」
が

９５
・
２
％
、「
生
乳
販
売
の

収
入
」
が
３０
・
４
％
、「
乳

製
品
販
売
の
収
入
」「
そ
の

他
の
収
入
」
が
と
も
に
５
・

３
％
だ
っ
た
。

▼
消
費
者
の
協
力
も
必
要

月
１
回
以
上
牛
乳
等
を
購

入
し
て
い
る
消
費
者
２
８
８

４
人
に
「
国
産
の
新
鮮
な
牛

乳
が
飲
め
る
環
境
を
維
持
し

た
い
か
」と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
と
て
も
思
う
」「
ま
あ
思

う
」
合
わ
せ
て
９８
・
０
％
の

人
が
維
持
し
た
い
と
回
答
し

た
。
一
方
、
「
日
本
の
酪
農

家
の
戸
数
が
約
１
万
戸
に
減

少
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る

か
」
に
つ
い
て
は
、「
あ
ま

り
」「
全
く
」
合
わ
せ
て

「
知
ら
な
い
」
が
６５
・
４
％

に
の
ぼ
っ
た
。

「
日
本
の
酪
農
家
を
応
援

し
た
い
と
思
う
か
」
に
つ
い

て
は
、「
と
て
も
」「
ま
あ
」

合
わ
せ
て
９７
・
３
％
が
「
応

援
し
た
い
」
と
回
答
し
た

（
図
２
）。
酪
農
家
の
窮
状
を

知
ら
な
い
消
費
者
が
多
い
た

め
、状
況
の
深
刻
さ
を
訴
え
、

消
費
者
の
協
力
を
得
る
こ
と

も
重
要
と
な
る
。

近
年
、
気
候
変
動
に
よ
る

暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
乳
牛
の
受
胎
率
の

安
定
化
に
数
々
の
影
響
が
出

て
い
る
。

実
施
さ
れ
て
き
た
歴
史
の

長
さ
か
ら
Ａ
Ｉ（
人
工
授
精
）

に
よ
る
受
胎
率
に
関
す
る
分

析
は
あ
る
が
、
受
精
卵
を
移

植
す
る
Ｅ
Ｔ
（
胚
移
植
）
に

よ
る
受
胎
率（
図
１
）の
分
析

は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

そ
こ
で
、
北
海
道
大
学
・

農
研
機
構
等
は
、
乳
牛
の
受

胎
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
環
境

要
因
を
調
べ
る
た
め
、
北
海

道
内
で
行
わ
れ
た
牛
群
検
定

の
記
録
を
活
用
し
、
初
産
牛

と
２
産
牛
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｉ

受
胎
率
と
Ｅ
Ｔ
受
胎
率
に
影

響
を
及
ぼ
す
環
境
要
因
を
比

べ
て
分
析
し
た
。

▽
Ｅ
Ｔ
は
次
回
受
胎
の
影

響
少
な
い

泌
乳
最
盛
期
の
乳
量
及
び

分
娩
か
ら
次
の
授
精
ま
で
の

日
数
で
初
産
牛
と
２
産
牛
を

グ
ル
ー
プ
分
け
。
乳
量
及
び

分
娩
後
日
数
が
受
胎
率
に
及

ぼ
す
影
響
を
評
価
し
た
。

分
析
の
結
果
、
Ａ
Ｉ
受
胎

率
で
は
乳
量
の
増
加
に
伴
っ

て
受
胎
率
が
低
下
し
た
が
、

Ｅ
Ｔ
受
胎
率
は
低
下
し
な
か

っ
た
。
ま
た
、
分
娩
後
日
数

が
６０
日
よ
り
早
い
タ
イ
ミ
ン

グ
で
Ａ
Ｉ
を
受
け
た
経
産
牛

の
受
胎
率
は
６０
日
以
降
の
Ａ

Ｉ
よ
り
低
下
し
た
が
、
Ｅ
Ｔ

受
胎
率
は
低
下
せ
ず
、
Ａ
Ｉ

受
胎
率
と
は
異
な
る
特
徴
を

示
し
た
（
図
２
）。

以
上
よ
り
、
Ｅ
Ｔ
に
よ
る

繁
殖
は
、
高
泌
乳
や
分
娩
と

い
っ
た
一
般
に
乳
牛
の
妊
娠

成
功
率
を
低
下
さ
せ
る
負
の

影
響
を
回
避
さ
せ
、
分
娩
後

６０
日
以
内
で
あ
っ
て
も
安
定

し
た
受
胎
率
を
示
す
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

▽
受
精
卵
の
た
め
安
定
し

た
受
胎
率

理
由
と
し
て
は
、
Ｅ
Ｔ
で

は
、
移
植
前
に
受
精
さ
せ
、

一
定
の
ス
テ
ー
ジ
ま
で
発
育

さ
せ
て
か
ら
雌
個
体
に
移
植

し
て
妊
娠
さ
せ
る
た
め
、
母

牛
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
生
殖

器
へ
の
負
担
が
回
避
さ
れ
、

結
果
と
し
て
Ａ
Ｉ
よ
り
も
Ｅ

Ｔ
の
方
が
安
定
し
た
受
胎
率

を
示
し
た
可
能
性
が
あ
る
と

み
ら
れ
る
。

従
来
、
乳
牛
の
泌
乳
や
分

娩
に
よ
る
受
胎
率
へ
の
負
の

影
響
は
不
可
避
な
も
の
と
し

て
、
デ
ー
タ
に
裏
付
け
ら
れ

た
明
確
な
対
策
は
な
か
っ

た
。
今
回
の
報
告
は
、
安
定

し
た
受
胎
率
を
確
保
す
る
上

で
、
今
後
の
酪
農
経
営
の
参

考
と
な
る
。

飼
料
費
高
騰
の
影
響
が

続
く
中
、
エ
コ
フ
ィ
ー
ド

の
利
用
は
酪
農
経
営
の
重

要
な
要
素
と
な
る
。
愛
媛

県
の
中
予
家
畜
保
健
衛
生

所
は
、
タ
ケ
ノ
コ
残
さ
を

サ
イ
レ
ー
ジ
化
す
る
試
験

を
行
っ
た
。

◆
背
景

食
品
工
場
か
ら
廃
棄
さ

れ
る
タ
ケ
ノ
コ
残
さ
（
以

下
、
タ
ケ
ノ
コ
）
の
一
部

約
８５
ｔ
を
飼
料
と
し
て
生

で
給
与
し
て
い
る
酪
農
家

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
試

験
を
行
っ
た
。
相
談
内
容

は
、
給
与
期
間
を
延
長
し

て
収
益
を
向
上
し
た
い
と

い
う
も
の
で
、
タ
ケ
ノ
コ

を
サ
イ
レ
ー
ジ
化
し
て
保

存
性
な
ど
を
検
討
し
た
。

な
お
、
こ
の
食
品
工
場
で

は
毎
年
３
〜
５
月
に
ボ
イ
ル

た
け
の
こ

筍
の
可
食
部
以
外
の
部
分
が

産
業
廃
棄
物
と
な
っ
て
い

る
。◆

方
法

材
料
は
、
①
タ
ケ
ノ
コ
②

胚
芽
を
除
去
し
た
小
麦
（
水

分
調
整
の
副
資
材
）
③
市
販

の
乳
酸
菌
資
材
、
を
使
用
。

タ
ケ
ノ
コ
の
み
の
「
残
さ

区
」、
副
資
材
を
加
え
た「
残

さ
＋
小
麦
区
（
以
下
、
小
麦

区
）」、
乳
酸
菌
を
加
え
た

「
残
さ
＋
小
麦
＋
乳
酸
菌
区

（
以
下
、
乳
酸
菌
区
）」
の

３
区
を
設
け
た
。
小
麦
は
上

層
と
下
層
に
混
合
、
乳
酸
菌

は
飼
料
重
量
の
０
・
０
０
０

５
％
を
表
面
に
散
布
し
た
。

全
区
と
も
、
内
袋
を
セ
ッ

ト
し
た
ペ
ー
ル
に
詰
め
て
保

存
。
１
ヵ
月
後
、
３
ヵ
月
後

に
そ
れ
ぞ
れ
開
封
し
て
給
与

し
た
。
各
区
２
ペ
ー
ル
ず
つ

計
１２
個
の
サ
イ
レ
ー
ジ
を
作

製
し
、
成
分
評
価
と
給
与
を

行
っ
た
。

◆
結
果

サ
イ
レ
ー
ジ
の
飼
料
分
析

結
果
は
表
の
と
お
り
。
発
酵

品
質
の
㏗
も
、
残
さ
区
で
も

４
・
２
以
下
で
、
乳
酸
菌
区

は
、
他
の
２
区
よ
り
も
さ
ら

に
㏗
が
低
下
し
た
。

調
製
し
た
全
て
の
飼
料
で

嗜
好
性
は
良
好
だ
っ
た
。
コ

ス
ト
の
試
算
で
は
、
タ
ケ
ノ

コ
を
３
５
０
㎏
と
設
定
し
た

場
合
の
、
乳
酸
菌
区
１
㎏
当

た
り
乾
物
換
算
は
、
約
４５
円

程
度
と
み
ら
れ
る
。

タ
ケ
ノ
コ
は
産
出
時
期
が

春
に
限
ら
れ
る
た
め
、
サ
イ

レ
ー
ジ
化
に
よ
り
長
期
保
存

を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
飼

料
摂
取
量
が
落
ち
る
夏
場
の

時
期
な
ど
に
給
与
す
る
こ
と

が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
利
用
期
間
の
延
長
は
、

購
入
飼
料
費
の
低
減
に
も
つ

な
が
る
。
同
所
は
、
コ
ン
テ

ナ
バ
ッ
グ
で
の
サ
イ
レ
ー
ジ

調
製
の
実
証
な
ど
が
今
後
の

課
題
と
し
て
い
る
。

飼料分析結果 DM（乾物）％ 水分のみFM（原物）％

NDF

７４．８

６９．７

５４．４

５９．０

５２．１

５０．６

４７．５

６７．２
※CP：粗タンパク質、ADF：酸性デタージェント繊維、NDF：中性デタージェント繊維

写真・表ともに中予家畜保健衛生所の提供

ADF

３２．６

３８．２

２４．４

２８．３

２４．１

２７．０

２９．０

２４．２

NFE

２９．５

４２．９

４４．８

４８．４

４５．１

５２．４

６０．９

４４．８

EE

１．３

２．０

１．６

２．３

１．４

２．３

２．９

１０．１

CP

１４．９

１５．９

１４．７

１９．５

１４．８

１７．３

８．０

２４．８

水分

８９．６

８８．１

８５．２

８７．８

８５．２

８４．１

７２．４

７２．３

開封時期

１ヵ月後

３ヵ月後

１ヵ月後

３ヵ月後

１ヵ月後

３ヵ月後

トウモロコシ
サイレージ
ビール粕

試験区

１ 残さ

２ 残さ＋
小麦

３ 残さ＋
小麦＋
乳酸菌

参 考

日
本
の
酪
農
家
１
万
戸
割
る

タ
ケ
ノ
コ
水
煮
残
さ
を
サ
イ
レ
ー
ジ
に

生
産
コ
ス
ト
上
昇
な
ど

環
境
悪
化
で

繊
維
・
粗
タ
ン
パ
ク
高
い
粗
飼
料
と
し
て

農研機構の資料から

分娩後の牛体負担も軽減
ETで受胎率が向上

AI：精液を注入する人工授精 ET：初期胚を移植する胚移植
図１ 乳牛の妊娠のために実施される繁殖技術
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東
北
開
拓
組
織
連
絡
協
議

会
（
野
田
頭
和
義
会
長
）
主

催
の
２４
年
度
「
開
拓
者
の
集

い
」
研
修
会
が
、
１１
月
１２
・

１３
の
両
日
、
会
員
か
ら
１１
名

が
参
加
し
、
宮
城
県
下
で
開

催
さ
れ
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
同
協
議

会
の
恒
例
行
事
で
、
開
拓
者

が
こ
れ
ま
で
辿
っ
た
、
戦
前

か
ら
戦
後
、
現
在
に
至
る
ま

で
の
苦
難
と
、
激
動
の
時
代

に
培
わ
れ
た
団
結
の
精
神
や

理
念
を
想
起
し
再
確
認
す
る

場
と
し
て
、
毎
年
多
様
な
企

画
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
ま
で
、
コ
ロ
ナ
禍
等

に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た

が
、
１９
年
度
以
来
５
年
振
り

の
開
催
と
な
っ
た
。

今
年
は
宮
城
県
下
に
お
い

て
、
酪
農
と
肉
牛
肥
育
の
２

つ
の
農
場
を
現
地
視
察
す
る

研
修
と
な
っ
た
。

《
㈲
半
澤
牧
場（
酪
農
）》

経
営
規
模
は
、
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
の
経
産
牛
１
８
０

頭
、
同
育
成
牛
８０
頭
、
和
牛

の
繁
殖
牛
６０
頭
、
同
育
成
牛

１
０
０
頭
で
、
年
間
出
荷
生

乳
量
は
２
１
０
０
ｔ
と
な
っ

て
い
る
。

９７
年
に
畜
産
基
盤
整
備
事

業
等
を
利
用
し
て
ミ
ル
キ
ン

グ
パ
ー
ラ
ー
舎
・
フ
リ
ー
バ

ー
ン
牛
舎
・
ふ
ん
尿
処
理
施

設
を
整
備
し
て
現
在
の
経
営

規
模
と
な
っ
た
。

１２
年
に
エ
リ
ー
ト
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ク
ス
㈱
を
設
立
、
１５
年

に
Ｏ
Ｐ
Ｕ
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
た
。
酪
農
経
営
を
行
い
な

が
ら
、
和
牛
子
牛
の
販
売
、

Ｏ
Ｐ
Ｕ（
経
腟
吸
引
採
卵
法
）

に
よ
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
雌

受
精
卵
・
和
牛
受
精
卵
の
生

産
、
販
売
や
、
輸
入
受
精
卵

の
販
売
も
行
っ
て
い
る
。

Ｏ
Ｐ
Ｕ
と
は
、
専
用
の
超

音
波
装
置
を
用
い
て
、
牛
体

の
卵
巣
を
膣
壁
越
し
に
穿
刺

し
、
未
成
熟
卵
子
を
卵
胞
液

と
共
に
吸
引
・
回
収
す
る
方

法
。
ホ
ル
モ
ン
剤
を
使
わ
ず

に
、
毎
月
ま
た
は
１
〜
２
週

間
隔
で
未
受
精
卵
子
を
採
取

で
き
る
。

ま
た
、
１８
年
か
ら
ゲ
ノ
ム

解
析
を
利
用
し
た
牛
群
改
良

を
、
酪
農
組
合
を
中
心
に
行

っ
て
い
る
。

《
㈱
伊
東
牧
場（
肉
牛
）》

経
営
規
模
は
、
哺
育
・
育

成
牛
舎
（
登
米
市
）
に
約
１

０
０
０
頭
、
肥
育
牛
舎
（
栗

原
市
）
に
約
８
０
０
頭
の
和

牛
を
管
理
し
て
い
る
。
兄
弟

で
経
営
し
て
お
り
、
他
に
従

業
員
６
名
が
在
籍
。

以
前
は
、
主
に
乳
用
種
や

交
雑
種
の
素
牛
を
生
産
し
て

全
国
に
供
給
し
て
い
た
が
、

現
在
は
和
牛
の
一
貫
肥
育
と

な
っ
て
い
る
。

哺
育
・
育
成
で
は
、
以
前

か
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
り
、

導
入
馴
致
、
ワ
ク
チ
ネ
ー
シ

ョ
ン
、
消
毒
の
徹
底
や
農
場

専
用
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
給
与
な

ど
、
手
間
を
か
け
て
い
る
。

給
餌
量
な
ど
も
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
細
か
く
管
理
し
、
２４
ヵ

月
齢
出
荷
と
い
う
短
期
肥
育

で
も
優
秀
な
肉
質
を
維
持
し

て
い
る
。

ま
た
、
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
や

自
動
給
餌
機
、
自
動
堆
肥
化

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
活
用
に
よ

り
、省
力
化
も
行
っ
て
い
る
。

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

農
場
で
自
身
の
農
場
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
、
熱
心
に

視
察
し
て
い
た
。

福
岡
県
畜
産
事
協
は
１１
月

２５
日
、
福
岡
市
中
央
卸
売
市

場
食
肉
市
場
で
２４
年
度
の
枝

肉
共
進
会
を
開
催
し
た
。
今

年
は
５
組
合
員
か
ら
交
雑
種

４
頭
ず
つ
、
計
２０
頭
（
去
勢

９
頭
、
雌
１１
頭
）
が
出
品
さ

れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
山

田
忠
義
氏
の
出
品
牛
が
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
。
受
賞
牛
は

２６
・
７
ヵ
月
齢
の
去
勢
で
、

種
雄
牛
は
「
貴
隼
桜
」。
枝

肉
重
量
６
５
０
・
９
㎏
、
ロ

ー
ス
芯
面
積
８４
㎠
、
バ
ラ
の

厚
さ
９
・
２
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№

１１
、
格
付
は
Ａ
５
に
ラ
ン
ク

さ
れ
た
。

審
査
講
評
で
は
、
脂
肪
交

雑
に
優
れ
、
ロ
ー
ス
芯
、
バ

ラ
厚
と
も
に
大
き
い
な
ど
、

全
体
的
に
和
牛
と
見
ま
が
う

ば
か
り
の
迫
力
あ
る
秀
逸
な

枝
肉
だ
っ
た
、
と
の
評
価
を

得
た
。

出
品
牛
全
体
の
成
績
は
、

平
均
枝
肉
重
量
が
５
８
６
・

１
㎏（
去
勢
６
１
９
・
４
㎏
、

雌
５
５
８
・
８
㎏
）
で
、
肉

質
３
等
級
以
上
比
率
は
９０
・

０
％
、
４
等
級
以
上
比
率
は

５５
・
０
％
と
好
成
績
だ
っ
た
。

枝
肉
重
量
は
前
年
よ
り
１９
・

７
㎏
も
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ａ
等
級
が
５
頭（
２５
％
）

と
、
前
年
に
続
き
Ａ
等
級
比

率
が
増
加
し
て
い
る
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

最
優
秀
賞

山
田

忠
義

優
秀
賞

山
田

忠
義

優
良
賞

㈲
熊
ケ
畑
フ

ァ
ー
ム

開
拓
な
が
さ
き
農
協
は
１１

月
１５
日
、
熊
本
県
錦
町
の
ゼ

ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
で
、
第
１４

回
開
拓
な
が
さ
き
畜
産
共
進

会
を
開
催
し
た
。
開
拓
交
雑

牛
２５
頭
（
去
勢
１８
頭
、
雌
７

頭
）
、
開
拓
和
牛
３
頭
（
全

て
去
勢
）
、
が
そ
れ
ぞ
れ
出

品
さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
開

拓
交
雑
牛
の
最
優
秀
賞
は
、

㈱
坂
口
畜
産
の
出
品
牛（
雌
）

で
、
生
後
２５
・
３
ヵ
月
齢
、

種
雄
牛
「
北
美
津
久
」、
枝

肉
重
量
６
０
０
・
９
㎏
、
ロ

ー
ス
芯
面
積
６５
㎠
、
バ
ラ
厚

７
・
５
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１０
、

格
付
Ｂ
５
、
歩
留
基
準
値
６９

・
９
と
、
申
し
分
な
い
枝
肉

だ
っ
た
。

交
雑
牛
全
体
の
成
績
は
、

平
均
枝
肉
重
量
が
５
７
３
・

６
㎏（
去
勢
５
６
８
・
２
㎏
、

雌
５
８
７
・
３
㎏
）、
肉
質

４
等
級
以
上
比
率
６０
％
。
各

測
定
値
の
平
均
は
、
ロ
ー
ス

芯
面
積
５７
・
５
㎠
、
バ
ラ
厚

８
・
０
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
５
・

８
、
歩
留
基
準
値
７０
・
０
だ

っ
た
。

開
拓
和
牛
か
ら
選
ぶ
特
別

賞
は
、
福
田
邦
弘
氏
の
出
品

牛
に
輝
い
た
。
生
後
２９
・
３

ヵ
月
齢
、
父
「
福
之
姫
」・

母
の
父
「
安
福
久
」・
祖
母

の
父
「
勝
忠
平
」、
枝
肉
重

量
５
４
４
・
７
㎏
、
ロ
ー
ス

芯
面
積
９５
㎠
、
バ
ラ
厚
８
・

４
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、
格
付

Ａ
５
だ
っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

【
開
拓
交
雑
牛
部
門
】

最
優
秀
賞

㈱
坂
口
畜
産

優
秀
賞

宅
島

東

優
良
賞
１
席

岡

良
治

優
良
賞
２
席

松
尾

生
男

【
開
拓
和
牛
部
門
】

特
別
賞

福
田

邦
弘

佐
賀
県
開
拓
畜
産
事
協
は

１２
月
６
日
、（
一
社
）
佐
賀

県
畜
産
公
社
で
第
９
回
佐
賀

開
拓
び
よ
り
牛
・
開
拓
豚
枝

肉
共
進
会
を
開
催
し
た
。
黒

毛
和
種
１２
頭
（
去
勢
１１
、
雌

１
頭
）、
交
雑
種
４
頭
（
去

勢
２
、
雌
２
頭
）
が
そ
れ
ぞ

れ
出
品
さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
黒

毛
和
種
か
ら
選
ぶ
最
優
秀
賞

は
、
㈲
樋
口
畜
産
の
出
品
牛

に
輝
い
た
。
生
後
２８
・
９
ヵ

月
齢
、
父
「
百
合
幸
」・
母

の
父
「
美
国
桜
」・
祖
母
の

父
「
安
福
久
」、
枝
肉
重
量

５
６
６
・
４
㎏
、
ロ
ー
ス
芯

面
積
８８
㎠
、
バ
ラ
厚
９
・
８

㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、
格
付
Ａ

５
と
、
申
し
分
な
い
枝
肉
だ

っ
た
。

黒
毛
和
種
全
体
の
成
績

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５
６

０
・
４
㎏
、
肉
質
４
等
級
以

上
比
率
１
０
０
％
、
５
等
級

比
率
９１
・
６
％
。
各
測
定
値

の
平
均
は
、
ロ
ー
ス
芯
面
積

８３
・
７
㎠
、
バ
ラ
厚
９
・
５

㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１０
・
９
、
歩

留
基
準
値
７７
・
６
だ
っ
た
。

交
雑
種
の
優
秀
賞
は
、
㈲

鶴
畜
産
の
出
品
牛（
雌
）で
、

生
後
２３
・
０
ヵ
月
齢
、
種
雄

牛
「
花
之
福
」、
枝
肉
重
量

４
９
５
・
１
㎏
、
ロ
ー
ス
芯

面
積
６２
㎠
、
バ
ラ
厚
７
・
２

㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
５
、
格
付
Ｂ

４
、
歩
留
基
準
値
７１
・
６
だ

っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

【
黒
毛
和
種
部
門
】

最
優
秀
賞

㈲
樋
口
畜
産

優
秀
賞

山
口

義
男

優
良
賞

㈲
樋
口
畜
産

優
良
賞

德
久
健
一
郎

【
交
雑
種
部
門
】

優
秀
賞

㈲
鶴
畜
産

㈱
坂
口
畜
産
が
最
優
秀
賞

東東

北北

協協
議議
会会「「
開開
拓拓
者者
のの
集集
いい
」」開開
催催

開
拓
な
が
さ
き
畜
産
共
進
会

宮
城
県
下
の
酪
農
、肉
牛
農
場
を
視
察

最優秀賞の坂口さん

山
田
忠
義
氏
が
最
優
秀
賞

㈲
樋
口
畜
産
が
最
優
秀
賞

福
岡
県
畜
産
事
協
枝
肉
共
進
会

佐
賀
開
拓
び
よ
り
牛
・
開
拓
豚
枝
肉
共
進
会

上：（有）半澤牧場のフリーバーン牛舎で説明を受ける
下：（株）伊東牧場の哺育牛舎について熱心に視察

最優秀賞の山田さん

最
優
秀
賞
の
樋
口
秀
隆
・
天
真
親
子
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第５１回関東甲信越酪農青年女性会議
酪農発表大会に、長野県を代表して、

い ちやなぎ

戦後開拓農家の一柳康弘さん（３８歳）
が出場した。２３年度中信地域酪農協議
会乳質改善共励会、南信酪農業協同組
合の乳質優秀生産者表彰でも最優秀賞
の康弘さんは、地域でトップの乳質を
維持する期待の星だ。康弘さんが家族
と経営する、「㈲北アルプス牧場」「北
アルプス牧場直売店」を紹介する。
◇㈲北アルプス牧場の歴史

き よ

終戦後の４８年、康弘さんの祖父・清
お

生さんが、ベトナムから帰国し、１頭
の育成牛を飼い始めたのが牧場の始ま
り。松本五〇連隊有明演習場の跡地で

と よ さ と

ある豊里地区は、仲間と共に７６戸で入
植した、長野県でも大きな開拓地だ。
畑作・酪農の指定地域だったが、食
べる物がなく、行政に陳情し水田作も
開始。酪農・水田・雑穀の複合経営を
行っていたが、７１年に康弘さんの父・
進さん（７５歳）が南信酪農協を退職し
帰農したことを契機に酪農専業経営へ
と移行した。
多くの仲間と入植したが、農業を続
けることができたのは、一柳家のみ。
他の開拓農家は、生活苦などから、高

度経済成長期に土地を売却。進さんは
当時積極的に農地を広げ、現在は入植
時の５～６倍の面積を有するが、その
後過疎化が進み、坪単価は当時の２０分
の１に。激しい時代の移り変わりの中
で、牧場を守るために知恵を絞り、「生
産・加工・販売全てを」と、６次産業
化にいち早く取り組んだ。周囲の反対
にもめげずに、地域で最初且つ最も成
功した６次産業化の事例となった。
◇三世代による経営
相続等による農地の分散を防ぐた

め、いち早く法人化にも取り組んだ。
直売店は冬でも客足が絶えず、特製の
殺菌牛乳やヨーグルト以外に、地場産
のジュースや菓子も取り扱う。夏には、
ソフトクリームやアイスクリームを求
めて、車が行列を成す人気だ。
康弘さんの母・伸子さん（６８歳）は
経理や時に店頭、康弘さんの兄・進一
郎さん（４５歳）は代表業のほか時に搾
乳、義姉・晴菜さん（３１歳）も店舗運

よ し と

営を担う。甥・良聡くん（０歳）も新
たに仲間入りし、にぎやかな家族経営
だ。他にも、牧場に２名、直売店に６
名、高校生のアルバイト３名を雇用し
ている。

康弘さんのポリシーは、「乳量が減
っても、牛が病気をしないように飼う」
こと。過去に親牛が病気で減った経験
から、濃厚飼料は分娩後等、特にエネ
ルギーが必要な牛にだけ給与するスタ
イルを確立した。２日に１回牛にブラ
シがけをし、牛体も牛舎も清潔な牧場
を心がけている。現在は成牛３０頭・育
成牛２０頭を、牧草地１９ha・デントコー
ン８．５haの自給飼料を中心とした草主
体の飼料で飼養している。進さんが播
種、康弘さんが肥料散布、収穫は２人
で行っており、堆肥は全て自家消費す
る循環型酪農だ。

現役稼働中のタワーサイロだが、気
候の変化で二次発酵が問題となってお
り、来年にはマルチコンパクターの導
入を予定。また、牧草・デントコーン
ともに必要量＋αを生産し、残りは地
域の畜産農家等に販売するなどして、
地域の畜産の振興にも貢献している。
康弘さんの今後の目標は、牛乳の品
質をより高めつつ、現在の牛舎の規模
を維持し、１頭当たり乳量をより増や
すことだ。景観美化も重視してきた北
アルプス牧場。進さんの手造りの花壇
で、色とりどりの花々が春の開花を待
っている。

たかんばる

熊本県錦町の高原開拓は、県南部に
位置し、標高１５０～２００ｍの台地にある。
日本三大急流の一つである球磨川が
東西に流れており、朝晩の寒暖差が大
きく、よく霧が発生する。
４６年に８０戸が入植し、当初は寺の御
堂に分宿していた。国有林の伐採に従
事したが、集材したものが山火事に遭
い、賃金をもらえないこともあった。
４９年には大干ばつで、陸稲は全滅。

ひょうが い

５１年には雹害でサトイモやスイカ等も
全滅。その他、２年連続の台風災害で、
住宅の全半壊３５戸など、非常に多くの
困難に立ち向かわなければならなかっ
た。
土質は酸性の火山灰土で、稲作には
向いておらず、サトイモや甘藷の栽培
が行われるようになった。
５０年から茶苗の植栽を始めた。５５年
頃から茶の価格が低迷したため、茶樹
を抜いてしまったが、６０年に再び茶苗
を植栽するなど、一進一退の営農が続
いた。今は緑の茶畑が広がっている。
６５年頃からはモモ、メロンなどの果
物の産地となった。また、６９年には高

原開拓農協の敷地に、熊本県開拓農協
連球磨支所と倉庫が開設された。
７０年頃から一部の農家が開拓牛の肥
育に取り組むようになった。
７４年に球磨地域の開拓農協が合併
し、球磨開拓農協が発足した。
８５年、農協敷地内に入植４０周年の開
拓記念碑が建てられた。当時の思いが
伝わるよう、大きく堂々とした碑とな
っている。
現在も、広大な茶畑が広がり、肉牛
肥育農家も頑張っている。

１１月２０日、東京大手町の日経
ホールで「第４２回全農酪農経営
体験発表会」が開催され、青森
県東北町の㈱北栄デーリィファ

と り や べ

ームの鳥谷部大地氏が「地域酪
農の未来～新たな牧場経営を通
じた地域活性化」と題して発表
した。
近隣農家の相次ぐ離農により地域の
核となる経営体が必要となり、地域酪
農に危機感を持つ三戸が集まり、１９年、
㈱北栄デーリィファームを設立した。
この県内初の酪農法人は、家族経営
では難しい、規模拡大・省力化・休日
の取得など、ゆとりある酪農経営を目
指す。構成員５名、従業員５名（うち
獣医１名）、フリーストール牛舎で、
搾乳ロボット４機で２４０頭を管理する。
自身の鳥谷部牧場は、自分で改良し
て現在は哺育舎として活用している。
ロボットなどの導入で、人の勘や経
験に依存する業務から脱却。搾乳から、
給餌、発情管理まで機械化したことで、
特定の人がいないと仕事が回らないと
いう状況がなくなり、計画的な休暇取
得にもつながった。また、子牛の時期

からできるだけ同じ牛群で管理し、ス
トレスをかけないようにしている。
法人化することにより、規模拡大が
可能となった。一農家では労働力や資
金力の面で、規模拡大は夢物語であっ
たが、法人化することで、労働力・生
産機器・飼料生産体制などが充実し、
大幅な増産が実現できた。
同牧場は、草地を持たない酪農とし
て出発し、従来は、既存のトラクター
組合から粗飼料（ＴＭＲ）を購入し、
輸入粗飼料も購入していた。しかし、
近年の飼料価格の高騰を受け、近隣農
家らと共に自給飼料生産組合を立ち上
げ、２２年には、耕作放棄地など３５ha
で粗飼料生産にも力を入れている。
今後も、近隣農家との協業を強化し、
地域の酪農を守っていく。

右
横
：
進
さ
ん
㊧
と
康
弘
さ
ん
㊨
、
直
売

店
の
前
で

右
下
：
直
売
店
と
道
路
を
挟
ん
で
位
置
す

る
㈲
北
ア
ル
プ
ス
牧
場

左
下
：
康
弘
さ
ん
が
日
々
清
潔
に
管
理
し

て
い
る
牛
た
ち
と

足腰の強い経営で地域をけん引
長野県安曇野市 ㈲北アルプス牧場

規模拡大・休日取得を協業で両立幾多の困難に打ち勝った記念
㈱北栄デーリィファーム 鳥谷部大地氏熊本県球磨郡錦町・高原開拓

発
表
す
る
鳥
谷
部
氏
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農作物の生産過程で防除を必要とす
る害虫には、ハダニ類、アブラムシ類、
コナジラミ類、ウンカ類、カメムシ類、
アザミウマ類のほか、ヤガ類などをは
じめとする蛾類が知られている。微小
害虫であるハダニ類などは、化学農薬
以外の防除手段として土着天敵や天敵
製剤の利用が進んでいる。しかし、蛾
類害虫の防除は殺虫剤への依存度が高
い状況にある。
そこで農研機構は１１月２２日、蛾類害
虫を対象に、超音波を用いた防除技術
を開発し、その手順書を公開した。

多くの蛾類は聴覚器官（耳）を持ち、
虫を捕食するコウモリに食べられない
よう、コウモリの発する超音波から逃
げ出す行動習性を持っている。そこで、
蛾類が逃げ出す超音波をほ場の周囲に
照射することで、ヤガ類が産卵のため
にほ場へ飛来することを阻止できる。
近年、農作物への被害が増加してい
るヤガ類のハスモンヨトウ、シロイチ
モジヨトウを防除対象とした超音波防
除技術を用いたほ場試験では、産卵数
と農作物の被害株数を９０％以上抑制
し、慣行栽培で施用される殺虫剤の散

布回数を最大９０％削減できている。
手順書では、蛾類が逃げ出す「忌避
超音波」を広範囲に照射可能な装置の、
利用方法と留意点を導入事例とともに
紹介し、防除技術の実践までのノウハ
ウを解説している。
なお、同手順書は、次のURL（https :
//sop.naro.go.jp/document/detail/

１４３）またはQRコードからアクセス
し、利用者登録（無料）することで、
全編を誰でも閲覧することが出来る。

タマネギは主要な野菜品目だが、生
産地は北海道、佐賀県、兵庫県の限ら
れた地域に集中している。そのため、
出荷地域が西日本から北海道へ切り替
わる夏場（７～８月）には、国産品の
供給量が減少し、市場価格が高騰する。
加えて、この時期は気象災害などの影
響を受けやすいため、国産品の供給が
不安定になるため、価格の安定化や国
産品による周年供給体制の強化が求め
られている。
そこで農研機構は１１月８日、「東北

地域におけるタマネギ栽培体系標準作
業手順書」を公開した。２１年に公開さ
れた手順書に、秋まきタマネギ栽培体
系を加筆した内容で、東北地域でタマ
ネギ栽培に取り組む生産者向けに解説
している。
タマネギは、国内ではプラスチック
ハウス等を用いて冬（２月）に播種し
て秋（８月下旬～１０月）に収穫する「春
まき栽培」と、秋（９月）に播種して
翌年の春から初夏（３～６月）に収穫
する「秋まき栽培」２種類がある。

春まき栽培は夏季が冷涼な北海道
で、秋まき栽培は冬季が温暖な西日本
で行われている。両地域の間にある東
北地域では、春まき・秋まきの両作型
で生産が可能なことが明らかとなって
いる。東北地域では、その気象条件か
ら国産タマネギの出荷量が少ない夏場
の出荷が可能で、西日本と北海道の主
産地の端境期をうめる産地として生産
量の拡大が期待されている。
手順書では、栽培管理における作業
工程や栽培暦、導入事例などが春まき
栽培、秋まき栽培別に整理されている。
また、各工程で必要となる農薬や機械

類、適した品種や資材などについて具
体名を挙げ、タマネギの栽培経験のな
い生産者でも栽培管理をイメージしや
すいように作成されている。
なお、同手順書は、次のURL（https :
//sop.naro.go.jp/document/detail/
４２）またはＱＲコードからアクセスし、
利用者登録（無料）することで、全編
を誰でも閲覧することが出来る。

安定的な日本産青果物の
輸出は、日本の農業発展の
ためにも重要な取り組みで
ある。
近年、台湾向けを中心に、
他の輸出国と比べて、日本
産青果物の農薬基準値超過
事案が多く発生している。
農水省は、産地・流通事
業者・輸出事業者などに向
けて、残留農薬基準遵守の
ための注意喚起を行ってい
る。
特に基準値超過事案が発
生しやすい１１月～来年１月
の３ヵ月間、残留農薬基準
の遵守の徹底を図るため、
強化運動を実施し、関係者
に対する啓発活動を強化し
ている。
運動の実施期間は１１月～来年１月ま
で。①輸出先国・地域の残留農薬基準
遵守に関するポスターやチラシなどに

よる啓発②台湾向け青果物の残留農薬
基準値超過事案に関する情報提供―な
どを通じて、基準値超過の防止を呼び
かけている。

ベゴモウイルスには４４５もの種類
があり、多くの農産物がこのウイル
スに感染するとほとんど収穫できな
くなる。ウイルスは、害虫のタバコ
コナジラミが媒介するため、生産現
場では主に殺虫剤の散布で対応して
きた。
しかし、過剰な農薬の使用により、
農薬に耐性を持つタバココナジラミ
が世界各地で発生しており、特にウ
リ科作物においては被害が深刻とな
っている。近年、様々な研究により、
トマトなどのナス科作物ではベゴモ
ウイルス抵抗性遺伝子が特定され、

ウイルス抵抗性品種の育種に利用され
ている。しかし、他の作物では抵抗性
遺伝子が特定できておらず、特に被害
が大きいキュウリなどのウリ科作物で
は、抵抗性遺伝子の特定が強く望まれ
ていた。
そのような中で１０月、近畿大学の研
究グループは、世界で初めてキュウリ
のベゴモウイルス抵抗性遺伝子を特定
したと発表した。これにより、抵抗性
を持つ個体を判別する手法も確立でき
たことから、今後、品種改良によって
キュウリ生産におけるウイルス病の被
害軽減につながることが期待される。

蛾類の飛来を防ぐ超音波防除技術手順書
農研機構 被害を９割抑制

「くの字」型に接続した２台の
スピーカ

パイプ資材より吊り下げたスピーカ
農研機構の資料から

スマートフォン
をお持ちの方は
こちらから

⬅

東北向けタマネギ栽培手順書公開東北向けタマネギ栽培手順書公開
農研機構 夏場の供給が可能に農研機構 夏場の供給が可能に

東北地域における秋まきタマネギの生育経過 農研機構の資料から

青果物輸出、農薬基準遵守運動実施
台湾向けリンゴなどを中心に

スマートフォン
をお持ちの方は
こちらから

⬅

キュウリのベゴモウイルス抵抗性遺伝子特定
品種改良で被害軽減に期待
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１１月に初めて国内の牛への感染が確
認されたランピースキン病（以下、同
病）。１２月１２日現在、福岡県の１８農場
（乳用１６農場、乳用・肉用１農場、肉
用１農場）、熊本県の２農場（乳用１
農場、乳用・肉用１農場）で同病の発
生が確認されている。感染の拡大が止
まらない。
１１月１９日、農水省と九州各県におい
て、九州地区ランピースキン病衛生対
策連絡会議が開かれた。会議資料によ
ると、１１月６日に福岡県内の２農場で
初めて発生を確認。９日に熊本県内の
１農場で発生が確認されているが、当
該牛は福岡の発生農場から発生確認以

前に熊本に移動した牛だった。
感染拡大防止のため、福岡県の発生
農場周辺２０㎞の範囲において１１月２１日
からワクチン接種が開始されている。
熊本県は、現時点では、接種はしない
方針だ。
なお、同病は人に感染することはな
く、今回使用するワクチンを接種した
牛の肉や乳を飲食しても人の健康に影
響はない。また、同病に感染している

牛の肉や乳が市場に出回ることはな
い。
農水省は、感染拡大を防ぐために感
染牛の自主淘汰を推奨している。これ
に関連し、地方競馬全国協会は１１月２９
日より、自主淘汰を推進するための事
業の実施者の公募を開始している。
補助額や開始時期などは、事業の詳
細が決まってからの公表となるが、同
病のまん延防止のため、発症牛等を自

主淘汰した生産者が、再導入する取り
組みに対して奨励金を交付することと
している。
次に、輸出への影響を確認する。１２
月９日現在、輸出が制限されていた香
港向けの牛肉、台湾向け乳製品等、豪
州向け牛肉については輸出の継続が可
能となった。米国向け牛肉については、
ワクチン接種県（福岡県）以外からの
輸出については可能としている。接種
に伴う輸出への影響が生じないよう、
米国側と協議を続けている。なお、カ
タール向けの牛肉については、１１月２５
日から輸出停止となっており、再開に
向けて協議中だ。

日本は世界的にも他に類を見ないス
ピードで高齢化が進んでいる。
Ｊミルクが発行する「ACADEMIC
RESEARCHUpdate」（ミルクに関
する国内外の最新研究紹介）に掲載さ
れた報告の中から、牛乳・乳製品が高
齢者の健康維持に効果があるという２
件を紹介する。
☆１日１５０ｇの乳製品摂取で認知症

リスク低下☆
研究の背景：厚労省の調査による

と、日本の認知症患者数は２０４０年には
約５８４万人、軽度認知障害が約６１３万人
と、合わせて約１１９７万人が認知障害に
なると予測されている。生活習慣病な
どの要因が認知機能の低下に関係する
として、栄養と認知機能の関連を明ら
かにする研究が進められている。

一方、乳製品の摂取量と認知機能の
相関関係は明確ではなかった。そこで、
今般の研究では全ての乳製品を一つの
食品群としてまとめて解析を行い、そ
のうえで乳製品の種類や摂取量・頻度
との関係や地域性などを補足的に解析
した。
方法：アジア・ヨーロッパ・オセア
ニアの３１万２５８０人を対象に、平均年齢
を６５歳以上と６５歳未満に分けて概ね
１１．４年の期間をかけて追跡調査を行っ
た。
結果：摂取量・頻度と認知機能の低
下もしくは認知症発症がどのように関
連するかを十分検討した１０件の研究を
対象に評価したところ、１５０ｇ／日まで
の摂取は認知症などの発症リスクが低
下した。頻度では、摂取頻度が高いほ

ど発症リスクが低いことが確認され
た。
結論：研究の結果、アジアとヨーロ
ッパには乳製品の摂取量・頻度と認知
症等の発症リスクに違いがあったもの
の、乳製品の摂取量と認知症リスクの
低下には相関があり、１５０ｇ／日の摂取
で最も認知症リスクが低下することが
確認された（図１）。（Villoz等、２０２４年）
ヨーロッパ諸国の乳製品摂取量が

１７０～７１１ｇ／日なのに対し、アジア諸
国では２９～１６５ｇ／日である。認知症予
防の観点からも、日本を含むアジア諸
国は、乳製品の摂取量が少ない状況に
ある。
☆中年期の牛乳摂取は高齢期のフレ
イル予防に効果的☆
研究の背景：高齢者の牛乳・乳製品
摂取は、「フレイル（高齢期による心
身の衰え）」の予防に有効と報告され
ているが、中年期の牛乳・乳製品の摂
取と高齢期フレイルの関係を調べた研
究はほとんどない。そこで、１５年以上
の追跡調査を行った日本での研究で、
中年期の牛乳摂取と高齢期フレイルの
関連が検討された。
方法：中部地方で実施した調査の０２

年参加者６６４８人（３５～６６歳）のうち、１８
年に無作為抽出した６０～７９歳の２６５人
（男性２１２人、女性５３人）にフレイル調
査を行った。日本版フレイル基準に従
い、５項目（体重減少、疲労感、握力
低下、歩行速度低下、低身体活動）の
うち、１～２個当てはまる人を「プレ
フレイル」、３～５個当てはまる人を
「フレイル」として、年齢や生活習慣
で調整後の牛乳の摂取量・頻度別にフ
レイルのオッズ比（危険度）を推定。
タンパク質やカルシウム摂取の影響を
除外して、牛乳摂取そのものによる効
果を解析した。
結果：男性は中年期に１日の牛乳摂
取量が多いほど（プレ）フレイルにな
る割合が低かった（図２）。女性は牛
乳摂取量とフレイルのオッズ比に有意
な関連はなかったが、中年期に牛乳の
摂取頻度が週７回以上と高い人は週１
回未満の人と比べ（プレ）フレイルに
なる割合が低い傾向が示された。
（Hong等、２０２４年）
同研究の報告者らは、牛乳に含まれ
るタンパク質やカルシウム以外の栄養
素もフレイル予防に役割を果たす可能
性が示唆されたとしている。

農水省が１０月２９日に公表した「２４年
耕地面積（７月１５日現在）」によると、
全国の田畑計の耕地面積は４２７万２０００
ha で、前年に比べ２万５０００ha（０．６％）
減少した。荒廃農地からの再生などに
よる増加があったものの、耕地の荒廃
や転用などによる減少が上回ったた
め、全体では減少している。
田の耕地面積は２３１万９０００ha で、１
万６０００ha（０．７％）減少した。地域別に
みると、東北は３７００ha（０．６％）、関東
・東山（山梨県・長野県・岐阜県）は
２０００ha（０．５％）、九州は１９００ha（０．６％）
それぞれ前年より減少した。変動がな
かった沖縄以外の全地域で減少してい

る。
畑の耕地面積は１９５万２０００ha で、１
万 ha（０．５％）減少した。地域別にみる
と、九州は２０００ha（１．０％）、北海道は
１８００ha（０．２％）、関東・東山は１７００ha
（０．６％）減少した。畑は、全地域で減
少している。
畑耕地の種類別面積を見ると、普通
畑は１１１万８０００ha で２０００ha（０．２％）
減、樹園地は２４万８６００ha で４９００ha
（１．９％）減、牧草地は５８万５９００ha で
３１００ha（０．５％）減となった。地域別に
みると、東北で普通畑が１０００ha 増、沖
縄で樹園地が６０ha 増となった以外は
すべて同率または減少している。

農畜産業振興機構は１２月１１日、肉
用牛肥育経営安定交付金（牛マルキ
ン）の交付金単価（２４年１０月分、概
算払い）を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的
生産費を下回ったため、交付が行わ

れる。肉専用種は３９都道府県で発動し
た。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種は３万５５７４．５円（前月は５万２１１３．６
円、確定値）となっている。
前月分と比べ、素畜費などが減少し
たことなどから、交付金単価は減額と
なった。

ランピースキン病の感染拡大続くランピースキン病の感染拡大続く
再導入に対する補助を調整中再導入に対する補助を調整中

高齢化社会に
牛乳乳製品を
高齢化社会に
牛乳乳製品を
健康寿命
の維持に
健康寿命
の維持に

田畑ともに減少傾向続く
２４年耕地面積

乳用種で発動続く
牛マルキン１０月分
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１１月２８日に都市センターホテルで開
催された「２４年度全国優良畜産経営管
理技術発表会」で、開拓組織からは実
に３０年ぶりの出場となる、㈱イソシン

ひ ら く え さ と み

ファームの平久江利実社長が発表を行
った。

い そすすむ

入念なリハーサルの下、祖父・磯進
さんから受け継いだ肉用牛肥育での経
営の取り組みを発表。情報交換会では、
循環型農業でアスパラガス栽培に取り
組む母・由美子さんと、３世代揃って
順番に挨拶を行い、協力して農業経営
に取り組んでいる日々の状況などを報
告。他の発表者とも積極的に情報交換

を行っていた。
同発表会は、書類審査・現地調査の
厳しい事前審査を通過した、全国を代
表する８経営体のみが登壇できる精鋭
揃いの大会だ。約３０年前に発表を行っ
たのは、㈱イソシンファームも組合員
の栃木県開拓農業協同組合の菊地文夫
組合長だ。この度の利実さんの発表会
にも駆け付け、観客席から温かくエー
ルを送った。
久方ぶりの開拓組織からの登壇発表
に喜び一杯、気合をみなぎらせて関係
者が見守る中、利実さんは凛と美しく、
堂々と発表を行った。

審査の結果、㈱イソシンファームの
発表は優秀賞・畜産局長賞を受賞した。
進さんと２人で登壇し、賞状と賞杯を
受け取った。１月号では、利実さんの

発表内容を掲載する。
厳しい状況下でも盤石な経営を続け
る㈱イソシンファームの活躍が期待さ
れる。

冬休みが長く、
年明けの活発な
動きに期待

本格的な冬となり、今年の年末商戦
は全品種で活発な動きを見せており、
堅調な相場展開となっている。
和牛相場は、かなり好調な推移とな
ってきた。乳用・交雑種ともに、年末
年始の休みが８日もあるので、年明け
の動きも活発になる可能性もある。
【乳去勢】１１月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１１１９円（前年同月比１４２％）
となり、前月より８３円上がった。
１２月初旬までは、Ｂ２で１１００円台を
キープしており、年明けも強もちあい
の期待。
【Ｆ₁去勢】１１月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１５７３円（同１０４％）、Ｂ２が１４４３円

（同１１１％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が１１円、Ｂ２は１５円ともに上昇した。
年末に向けて、Ｂ３で１７００円台後半
と、堅調な動きだった。年明けはさす
がに弱もちあいか。
【和去勢】１１月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２３４９円（同１０５％）、Ａ３が２１６０円（同
１１１％）だった。前月に比べ、Ａ４が２５８
円、Ａ３は２１８円ともに急騰した。
１２月初旬までは、Ａ４で２４００円台の
動きとなっており、活発な年末商戦と
なった。
【輸入量】農畜産業振興機構は１２月
の輸入量を総量で３万７０００ｔ（同
１０３％）と予測。内訳は、冷蔵品１万４８００
ｔ（同９９％）、冷凍品が２万２２００ｔ（同
１０５％）。冷凍品は豪州産の加工品用が
やや増加する見込み。
【出荷頭数】１２月の出荷頭数は、和

牛５万３５００頭（同１１２％）、交雑種２万
６３００頭（同１１３％）、乳用種２万４３００頭
（同９５％）と、和牛及び交雑種が前年
を上回る出荷頭数となる見込み。
年明けの東京市場の税込み枝肉平均
単価は、乳去勢Ｂ２が１０５０～１１５０円、
Ｆ₁去勢Ｂ４が１７５０～１８５０円、同Ｂ３
が１６００～１７００円、同Ｂ２が１４５０～１５５０
円、和牛去勢Ａ４が２３００～２４００円、同
Ａ３が２２００～２３００円での推移か。

年末は６００円台
に上昇も、年明
けは弱もちあい

１１月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５７０円（前年同月
比１１０％）、中物は５６０円（同１１０％）と
なった。前月に比べ上物が４９円、中物
も４２円それぞれ下がった。上物は５００
円台中盤をキープしていたが、後半に
向け堅調な動きとなってきた。
１２月に入り、上・中物で６００円台に再
浮上してきた。年末需要のピークは中
旬までとみられ、その後は落ち着いた

動きとなる見通し。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
１２月は１４８万頭（前
年同月比１０１％）と、
ほぼ前年並み。猛暑
の影響は少なくなっ
てきており、出荷頭
数は徐々に増加する
傾向にある。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、１２月の輸入量は
総量で７万８２００ｔ

（同１１６％）と、前年より増加する見込
み。内訳は、冷蔵品３万１６００ｔ（同
１０２％）、冷凍品４万６６００ｔ（同１２７％）。
冷凍品は、価格優位性によるブラジル
産の他、米国・ＥＵ産などの輸入量の
増加が見込まれる。
年明けの東京食肉市場税込み平均枝
肉単価は、上物が５００～６００円、中物も
５００円台と、弱もちあいの相場展開とな
るか。

上場頭数減少で
スモール価格は
上げ基調に

【スモール】１１月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が１万８８９２円（前年同
月比３４％）、Ｆ₁（雄雌含む）は８万８４７２
円（同１１６％）と、前月に比べ、乳雄は
２５８９円増、Ｆ₁も１万９４２円増と、ともに
やや上昇することになった。
乳雄・Ｆ₁とも、上場頭数が前月より
やや減少してきたことが、要因の一つ
として挙げられる。
１２月に入り、北海道でも乳雄で３万
円を越える市場が出てきており、相場
は全国的に上げ基調となってきたよう
だ。

【乳素牛】１１月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１９万９４１円（同１０４％）、Ｆ₁去勢は３５万
６１７７円（同１０２％）だった。前月に比べ
乳去勢は１万６５９８円上がり、Ｆ₁去勢も
３万４８４２円上昇した。
乳去勢は、頭数の減少傾向が続き、
枝肉相場とともに強もちあいの展開が
予想される。Ｆ₁去勢も頭数減が続き、
強もちあいの展開か。
【和子牛】１１月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
５７万９１４５円（同１０１％）で、前月より１
万９１２８円上がった。
年末年始にかけて肉牛出荷頭数が多
くなるため、補充導入が増えることも
あり、相場は堅調となりそう。

11月の子牛取引状況 （頭、㎏、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 単価／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ３７２ ４４１ ３０２ ３０６ １９２，４８２ １７６，７４６ ６３７ ５７８
F₁去 １，９８９ ２，１５２ ３３９ ３３８ ３５４，８６４ ３１５，８９９ １，０４７ ９３５
和去 ２，４７１ ２，５１０ ３４３ ３４０ ６０７，４２９ ５９９，１３１ １，７７１ １，７６４

東 北
乳去 － － － － － － － －
F₁去 １ ２ ３６６ ３４７ ２１５，６００ ２２０，０００ ５８９ ６３４
和去 ２，４３３ ２，３６３ ３２０ ３２３ ５６０，５０６ ５４３，４９７ １，７５１ １，６８２

関 東
乳去 ３ １ １９１ ３９０ ６７，４６７ １４９，６００ ３５３ ３８４
F₁去 １２４ １７２ ３５５ ３５３ ３５１，１１３ ３１１，５１７ ９９０ ８８３
和去 ７４５ １，０１９ ３２８ ３２５ ６２１，２３４ ５７２，００９ １，８９５ １，７６１

北 陸
乳去 － － － － － － － －
F₁去 １ １ ３２４ ２４９ ３１１，３００ ２３７，６００ ９６１ ９５４
和去 ６４ ９２ ２７４ ２９３ ５１４，４９１ ５８５，５５９ １，８７８ ２，０００

東 海
乳去 － － － － － － － －
F₁去 ５４ ８２ ３２８ ３３５ ３５９，２１１ ３４７，６１４ １，０９６ １，０３９
和去 ４６８ ２５７ ２８３ ２５９ ６２９，０１９ ５２４，９５３ ２，２２３ ２，０２５

近 畿
乳去 － － － － － － － －
F₁去 － － － － － － － －
和去 ４２３ ３４３ ２７０ ２６４１，０３９，１３３１，０７０，１５２ ３，８４６ ４，０５６

中 四 国
乳去 ６ １６ ３３４ ２７８ １５７，１１７ １２６，６３８ ４７０ ４５５
F₁去 ２３４ ２３６ ３４０ ３３５ ３５６，６０２ ３４３，６２４ １，０４９ １，０２７
和去 ６６８ ６５９ ３１４ ３０６ ５９２，５２０ ５１０，５３５ １，８８５ １，６６９

九州・沖縄
乳去 － ２ － ２２０ － ３８，５００ － １７５
F₁去 ２５７ ２７７ ３２９ ３２８ ３６８，４７９ ３４４，９７５ １，１２０ １，０５２
和去 ６，８３７ ６，３５０ ２９８ ３０１ ５３８，４９２ ５２７，４７４ １，８０７ １，７５１

全 国
乳去 ３８１ ４６０ ３０２ ３０５ １９０，９４１ １７４，３４３ ６３２ ５７２
F₁去 ２，６６０ ２，９３４ ３３９ ３３８ ３５６，１７７ ３２１，３３５ １，０５１ ９５１
和去 １４，１１２ １３，５９５ ３１０ ３１２ ５７９，１４５ ５６０，０１７ １，８６８ １，７９３

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

㈱イソシンファーム 平久江氏が発表㈱イソシンファーム 平久江氏が発表

全国優良畜産経営管理技術発表会

左から進さん、利実さん、由美子さん
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